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各   位 

 

会 社 名 ア イ サ ン テ ク ノ ロ ジ ー 株 式 会 社 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長   柳 澤 哲 二 

(  JASDAQ コード番号 4667  ) 

問 合 せ 先 取締役経営企画室長  加 藤  淳 

( 電話番号  0 5 2 – 9 5 0 – 7 5 0 0 ) 

 

平成 21 年 3 月期 第 2 四半期累計期間業績予想（非連結）との差異及び 

通期（非連結）の業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 5 月 14 日付決算短信にて発表いたしました平成 21 年 3 月期(平成 20 年

4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日)の第 2 四半期累計期間および通期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期 業績予想の修正等 

(1) 第 2 四半期累計期間（平成 20 年 4 月１日～平成 20 年 9 月 30 日）                (単位：百万円、％) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

一株当りの 

四半期純利益 

前回予想（Ａ） 

(平成 20 年 5 月 14 日公表） 
760 17 14 1 0 円 11 銭

今回修正（Ｂ） 652 △20 △23 △109 △23 円 27 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △108 △37 △37 △110 －

増減率 △14.2％ － － － －

(ご参考)前年第 2 四半期実績 

（平成 20 年 3 月期第 2 四半期） 
791 6 5 △3 △0 円 85 銭

 

(2) 修正の理由 

当社を取り巻く経営環境は、4 月の租税特別措置法の時限切れによる影響と分析いたします地方自治体による公共事

業執行の見送りに加えまして、8 月以降における米国から端を発しました金融危機による景気後退等を受けて、当期首か

ら大きく変化してきております。そのような環境の中、当社といたしましては、当社の主力製品であります「ＷｉｎｇＮｅｏ

Ver.5」（ウィングネオ バージョン 5）における既存ユーザのバージョンアップ推進ならびに新規ユーザの獲得に努めて参

りましたが、前述による影響からユーザが設備投資を控えた結果、双方共に当初計画を下回りました結果、売上高におき

ましては当初予想より 108 百万円減少し 652 百万円となる見込みであります。 

営業利益及び経常利益につきましては、経費支出の抑制・削減等を進めましたが売上高の減少に対応するまでには

至らず、それぞれ営業利益は当初予想より 37 百万円減少し△20 百万円、経常利益は当初予想より 37 百万円減少し△

23 百万円となる見込であります。四半期純利益については、物流部門に係る業務改善を図ることと併せて、保有資産の

有効かつ効率的な運用を進める経営方針から所有固定資産に係わる減損損失を 207 百万円計上いたしましたこと等に

より、当初予想より 110 百万円減少し△109 百万円となる見込みであります。 

 

(3) 通期（平成 20 年 4 月１日～平成 21 年 3 月 31 日）                            (単位：百万円、％) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

一株当りの 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 

(平成 20 年５月 14 日公表） 
1,620 100 95 50 10 円 64 銭

今回修正（Ｂ） 1,550 50 45 △80 △17 円 02 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △70 △50 △50 △130 －

増減率 △4.3％ △50.0％ △52.6％ － －

(ご参考)前年同期 

（平成 20 年 3 月通期） 
1,716 127 114 39 8 円 39 銭

 

 



 

(4) 修正の理由 

第 3 四半期及び第 4 四半期における経営環境の見通しといたしましては、当社の主たる販売市場であります「測量・不

動産登記」市場においては需要期でありますが米国から端を発しました金融危機による景気後退等による影響が見定め

きれない状況にあります。一方では、政府の景気・経済対策の投入も見込まれることと共に、当社販売組織を業種別に再

編いたしまして、「より、ユーザ業務に精通したソリューションの提案」を主軸とした販売活動に努めることから、通期の売

上高は当初予想より 70 百万減少し 1,550 百万円となる見込みであります。また、営業利益及び経常利益につきましては

引き続き経費支出の抑制・削減等から、それぞれ営業利益は当初予想より50百万円減少し50百万円、経常利益は当初

予想より 50 百万円減少し 45 百万円となる見込みであります。当期純利益につきましては、前述(2)と同様の理由により当

初予想から 130 百万円減少し△80 百万円となる見込みであります。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成しております。実際の業績は今後の

様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 

 


